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※COVID-19などの影響により、これらの特典が提供でき
なくなる可能性があります。あらかじめご了承ください。

受賞者は応募者特典に加えて下記特典も！

・1年間無料で弁理士が顧問として知財相談対応
・PR TIMES「豊橋信用金庫 特別プラン」の活用
・事業化に向けた相談サポート
・展示会などへの出展サポート　など

応募者特典

・コンテスト応募に向けた相談
・プレゼン発表サポート
・事業化に向けた相談
・弁理士による知財無料相談　など

東三河ビジネスプランコンテストには
挑戦するメリットが盛りだくさん！
ご応募お待ちしております！
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受賞されたビジネスプランについて教えてください。

地球温暖化や気候変動の影響で年々増加する自然災害で

すが、避難時の防災バッグの中には「わたし」にとって本当に

必要なものが入れられているのかと疑問を感じました。ま

た、避難所での生活は不便やストレスを感じやすく、それが

災害時の避難所への避難を躊躇させてしまっていると聞き

ました。できるだけ日常に近い避難生活ができれば、早めの

避難を促せるかもしれない。日常の中に防災への意識を溶

け込ませることは、災害時の心の備えにもなる。「もしもを、

いつもに」という考えのもと、防災を日常に溶け込ませる

「フェーズフリー」の発想で企画したのが「魔法のポケット」で

す。日常生活に必要なものを入れておくウォールポケットが

非常時にはバッグや防水ポンチョに変幻するので、避難時に

は日常をそのまま持っていくことができます。防災備蓄をして

いる家庭はまだ46.3%ですが、フェーズフリー商品によって

防災備蓄が進むことで、市場性が期待できると同時に、より

多くの人々の命を守っていけるようになると考えています。

どのようなきっかけでビジネスプランコンテストへ参加さ

れましたか？ 

まだ試作段階の新商品ですが防災とフェーズフリーという

考え方を広く知ってもらう機会になればと思い応募しまし

た。また新商品企画のブラッシュアップのためにもいい経

験になると思いました。

今後どのようにビジネスプランを展開していきたいとお考

えですか？ 

防災関連の商品市場は今後どんどん広がっていくと思い

ます。その中でもフェーズフリーの考え方はかなり市場拡

大が早いと感じます。他の企業さんとコラボ商品の開発な

どをしていきつつ考えに共感してくれる仲間をどんどん増

やしていきたいと考えています。

これからビジネスプランコンテストに挑戦しようとしてい

る方へのアドバイスをお願いします。

こんな商品・サービスあったらいいのに。と感じることが
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株式会社くればぁ

石橋衣理 Er i  I sh ibashi

父が個人創業し５７年目を迎える繊維製品製
造加工会社を四年前に事業継承した二代目社
長。１児の母であり来月には第2子を出産予
定。仕事と家庭を両立するために会社ができ
ることは何かを常に考えながら社員さんたち
と向き合っています。受賞されたビジネスプランについて教えてください。
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あってもなかなか形にするのが難しいと思います。そのよ

うなとき今回のようなコンテストに出してみることで考え

のブラッシュアップができたり共感してくれる仲間ができ

たりと、想いを形にすることが一気に現実的になると思い

ます。私自身初めての経験でしたが、応募前とは比べ物に

ならないくらい共感してくれる方々がいることに気づけま

した。初めの一歩として挑戦するにはとてもいい機会だと

思うので是非チャレンジしてみてください。

さいごに

この度は最優秀賞に選んでいただき大変光栄に思いま

す。そしてサポートしてくださったたくさんの方々に感謝申

し上げます。いつ災害が起こっても大丈夫だと思えるよう、

一人一人の防災意識を日常にいかに溶け込ませるか。そ

のためのモノづくりを今後も続けていきたいと考えていま

す。本当に大切なことを、しっかり。そこが、くればぁ。を合

言葉に邁進していきます。

委員長コメント

本プランは、壁掛けのウォールポケットが災害時にポン

チョとして使用できる多機能ポケットの商品開発提案であ

る。提案者が有する高精密メッシュフィルターの製造技術

と開発商品である「防水シート」を応用した新商品であり、

「日常で使用しているものが、災害時などの非日常にその

まま転用することができる」という「フェーズフリー」と呼ば

れるコンセプトに則った商品開発となっている。「災害時に

本当に必要なものが防災バッグに入っているのだろうか」

という着想と日常使いしているものを非常時に持ち出せ

るというコンセプトは、本商品のリュックなど鞄類の商品

化プランにも活かされており、更なる市場やニーズ展開が

期待される。また、自社販売のみならず、コラボ商品として

の企画展開を販促として検討されている点も評価できる。

災害時の危機管理が個人に強く求められる時代に合った

身近なものであることから、改めて危機意識を啓発する商

品であることを評価し、本年度の最優秀賞とする。

豊橋市下地町字神田３８番地
TEL 0532-51-4151
https://www.nippon-clever.co.jp

株式会社くればぁ
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受賞されたビジネスプランについて教えてください。

当社は農業コンサルティング企業として2015年4月に創業

し、スマート農業の分野には2022年10月から試験参入し

ました。ドローン操縦士の資格を取得し、兵庫県・岡山県

で稲作・露地野菜の農薬散布から開始し、果樹分野に特

化したサービスを提供すべく実証実験を進めています。

4月から11月にかけて、柑橘農家は23回の農薬を散布する

必要があります。傾斜がきつい果樹園では、重労働である

農薬散布が大きな負担となっています。この作業を農業用

ドローン(DJI-T30)で行うことにより人力作業と比較しても

10分の1以下の作業時間で行うことができ、高齢化・後継

者不足を抱える農業現場を変革できる新技術とされてい

ます。また、効率的な散布により「単位面積当たり世界1

位」とされる農薬の使用量を軽減できる効果もあります。

どのようなきっかけでビジネスプランコンテストへ参加さ

れましたか？

愛知県蒲郡市のラグーナテンボスでSDGsに対応したキャ

ンプ場開設に関与していた際、東三河地域が抱える地域

課題をヒアリングする機会があり、「傾斜がきつい果樹園

ほど耕作放棄地が進んでいる」「JIRO(次郎柿)の海外輸出

需要が増えても生産が増やせない」という話を伺い、「ス

マート農業を活用して、果樹農家の負担を少しでも軽減で

きないか」と着想しました。かつてJA営農指導員をしてい

た経験から、スマート農業の普及が日本農業を変える鍵に

なると感じています。

今後どのようにビジネスプランを展開していきたいとお考

えですか？ 

2023年10月の本格稼働を目指し、実証実験に取り組みま

す。水稲・野菜では大手企業も多数参入していますが、操

縦が難しく散布漏れが発生しやすい果樹分野ではリスク

が大きいとされて挑戦する企業が少ないのが現状です。自

動走行や葉の表と裏に均一に散布できる技術を確立し、

農家での普及に努めてまいります。
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これからビジネスプランコンテストに挑戦しようとしてい

る方へのアドバイスをお願いします。

「地域課題を解決する三方よしのビジネス」を地域に提供

し、長く愛されるサービスに育てていくためにもプランをブ

ラッシュアップできる機会は貴重なものだと感じています。

さいごに

「人間に胃袋がある限り、農業は永遠に不滅である」という

言葉があるように、農業・食料・地域が抱える課題を解決

し、農業を成長産業に変えていく挑戦を続けてまいります。

委員長コメント

本プランは、ドローンによる傾斜地栽培での果樹に特化し

た農薬散布と収獲適期の診断や土壌分析、散布漏れの確

認などトータル支援サービスの事業提案となっている。農

業従事者の高齢化は既に大きな社会的な問題であり、当

地域でも重要な課題である。それに加え、みかんや柿と

いった特産品の栽培は、本プランが示唆するように、山地

や傾斜地栽培といった環境や作業条件により、生産者の

大きな負担となっている。このような課題解決に向けた取

り組みは評価される。特に、果樹に特化した農薬散布の経

験・技術を有する提案者ならではの着眼点と蒲郡を拠点

に関係者を巻き込みつつ、実証に取り組まれようとする姿

勢を高く評価する。今後の成果を期待し、本プランを本年

度の優秀賞とする。
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受賞されたビジネスプランについて教えてください。
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第22回 東三河ビジネスプランコンテスト
一般事業部門 ほの国やってみりん賞

株式会社中部 （SALA Group）

松本貴徳 Takanor i  Matsumoto

1993年にサーラグループへ入社し30年。アグ
リ産業の技術がAIなどの発達により急加速す
る中、グループシナジーをもたらすSALA × ア
グリの可能性を模索すると同時に、今後も東
三河の活性化により一層、注力していきます。



受賞されたビジネスプランについて教えてください。

教育現場の声から生まれた、ホワイトボード・黒板の板書

きに便利な定規。一度は見たことがある黒板で使用する
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委員長コメント
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が、前作同様の話題性のある商品に成長・展開されること

を期待し、本年度の特別賞とする。
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第22回 東三河ビジネスプランコンテスト
一般事業部門 特別賞

株式会社ＵＨＯＬＡＢＯ（ウホラボ）

中村孝典 Takanor i  Nakamura

1972年7月11日生まれ、蟹座、AB型
南稜中→豊橋工業→名古屋工業大学→工業高
校教師→株式会社UHOLABO
人と話すこと、楽しいこと、面白いことが大好き。

URL： https://uholabo.com

お問い合わせ：uholabo@gmail.com

PR：https://echotech.co.jp/products/67715/

マンボウ
III



受賞されたビジネスプランについて教えてください。

現在、養豚事業者に限らず畜産業界では飼料高騰が大

きな課題になっています。10年前と比べて飼料価格は

およそ2倍に高騰しており、生産コストの削減、販売力

の強化が求められています。浜松市、豊橋市、新城市、田

原市などに養豚場を有する株式会社春野コーポレー

ションでは養豚のDX化を進めてまいりました。その

培ってきた技術を全国の養豚事業者と共有したい。そ

のような想いから私たちは「飼料高騰対策に対応した

クラウド型養豚管理システム」の開発を進めています。

受賞コメント

この度は「特別賞」という表彰をいただき誠にありがと

うございます。養豚事業ということで、皆さまとはなか

なか縁遠い事業者ではあるかと思います。しかしなが

ら東三河をはじめ、愛知県には多くの養豚事業者がい

ます。畜産業界は飼料高騰という大きな課題がありま

すが、そのような状況の中を生き残り、更には事業を成

長させるためには「新しい技術」を取り入れていく必要

09

があります。私たちは今後も新しい挑戦を続けてまいりま

すので引き続きご指導のほど宜しくお願い致します。

委員長コメント

本プランは、養豚場経営において、餌の管理から人員管

理、コスト管理に及ぶデータ化、見える化を図るための

養豚管理ソフトの開発及び支援サービスの展開を提案

するものである。タイトルにもあるように、昨今の社会

情勢から、飼料費の高騰は養豚事業にとって大きな問

題となっている。自らも養豚場を経営される提案者は、

業界の慣習的な感覚にたよる農業経営から脱却し、「飼

料のこぼれがないか」といった細部にまで至るコスト

意識を持ち、データによる科学的・合理的な分析を用い

る経営の必要性を主張されている。既に浜松・豊橋地域

において実験的導入が予定されており、その検証等が

期待される。本システムの導入による農業経営の意識

改革の実現、並びに全国展開を目指すという取り組み

に期待し、本プランを今年度の特別賞とする。

第22回 東三河ビジネスプランコンテスト
一般事業部門 特別賞

春野コーポレーションは創業から48年、一貫
して養豚事業を行い、その事業を着実に成長
させてまいりました。今後は豚の生産販売の
みに限らず、株式会社ロジカルピッグを通し
て様々な企業と連携しながら新たな挑戦に取
り組んで参ります。

戸苅宏元 Hiroyuk i  Togar i

株式会社ロジカルピッグ代表取締役
株式会社春野コーポレーション代表取締役兼務

株式会社ロジカルピッグ

鳥居英剛 Hidetaka  Tor i i
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受賞されたビジネスプランについて教えてください。

近年増加傾向にある企業の物流コストが課題だと考え

ており、ヒアリングした結果からDX化や自動化等の既

存の対策では不十分であることがわかりました。そこ

で私たちECONOWAは、物流コストの内訳の一つであ

り既存の対策で低減できていない梱包資材費に着目し

ました。廃棄されるビニール傘の生地を活用し、原材料

費ゼロの超低コストなリサイクル梱包材を提供するこ

とで、企業の物流コスト低減に貢献するというプラン

です。廃棄される傘を活用することで、近年ニーズが高

まっている環境問題にも配慮したエコな梱包材が実現

できます。また、廃棄傘を使う理由はそれだけではあり

ません。日本は年間8,000万本のビニール傘が焼却や埋

め立てという形で廃棄される大量消費国です。これら

を豊富な資源として逆に活用し、ごみの増加という課

題解決にも貢献します。

受賞コメント

アイデア部門の最優秀賞という素晴らしい賞をいただき、

大変嬉しく思います。チームメンバーは2名と、多くはない

人数で活動していますが、この賞を獲得できたのは私たち

の「傘の大量廃棄を少しでも減らしたい」「環境にも配慮

した梱包材で物流コストを低減したい」という想いに共感

し、ヒアリングや具体化に向けた検討にご協力いただい

ている方々のおかげだと感じています。このアイデアを具

現化できるよう、引き続き取り組んでいきます。

アイデア部門審査員長コメント

本プランは、廃棄ビニール傘をリサイクルし梱包材として

再利用することで、企業活動における物流コストの低減と

環境への貢献を果たそうとするものである。物流コスト低

減方法としては一般的でない原材料費に着目し、大量に

廃棄されるビニール傘を資源と捉えたアイデアがユニー

ク。さらにカーボンクレジットの販売も視野に入れたス

キームは秀逸であることから、本年度の最優秀賞とする。
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第22回 東三河ビジネスプランコンテスト
アイデア部門 最優秀賞

株式会社デンソー（有志として業務外で活動）

中村和也 Kazuya Nakamura

置塩章悟 Shogo Okish io

私たちは株式会社デンソーに勤務しながら、「大
量消費による環境問題の解決に貢献したい」と
いう共通の想いを持ち、有志で集まったメンバー
です。業務でのモノづくり経験や商品企画の経験
を活かし、業務外で精力的に活動しています。
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バナナパウダーをスーパーで見かけた場合は、ぜひ買って

みてください。栄養価が高く、腸内を整える作用があるの

でおすすめです！

アイデア部門審査員長コメント

本プランは、生産地のフィリピンでは規格外の緑色のバナ

ナをパウダーにして輸出することで、フードロスの削減、現

地の雇用創出と貧困の解消に資するビジネスプランであ

る。海外での事業化には相当の困難が伴うものと思われ

るが、効率的な生産体制を確立し、事業優位性を高めるよ

う取り組んでもらいたい。スケールが大きく夢のある提案

に期待を込めて、本年度の優秀賞とする。
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いて学び、より専門的に学ぶため岐阜大学応用
生物科学部・応用生命科学課程へ入学した。現
在は、食品科学や流通について学んでおり、岐阜
大学起業部で起業について学んでいる。

受賞されたビジネスプランについて教えてください。

フィリピンでは毎年50～100億本程の輸出用バナナが捨

てられています。その主な原因には、輸出相手である日本

が見た目の良いバナナを好んで購入することがあげられ

ます。日本人は低価格・高品質のバナナを好むため、選抜

過程で大量のバナナが廃棄されているのです。また、フィリ

ピンの生産者は最低賃金・1日15時間など過酷な条件で働

かされている課題もあります。そこで、私達はそんな捨てら

れてしまうバナナをパウダー状に加工し、海外へ提供して

いきます。実は、バナナパウダーはアメリカで多くの人が摂

取しています。そのため、バナナパウダーの工場を設ける

ことで、フィリピンに新しい雇用を生み出すことができると

思います。また、利益の一部をフィリピンへ寄付することで、

社会問題に別解を創りたいです。このようにして、これまで

のバナナ販売の背景で見捨てられていた部分を救い、フィ

リピンと日本を結んでいきたいです。

受賞コメント

残念ながらバナナパウダーは日本であまり流通していま
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受賞されたビジネスプランについて教えてください。

現状、生花の30～40％が廃棄されています。また、障がい

を持った方の働き先が見つかりづらいことも社会的問題

となっています。そこで、『障害者雇用を促進ロスフラワー

活用ビジネス繋（きずな）』というプランを立てました。ロス

フラワーを少しでも削減する取り組みから、サシェやドライ

フラワーBOXなどの商品製作と販売が癒しを与えるフラ

ワーセラピーにもなり障がい者の方々の働く居場所づく

りができればと考えました。単なる販売だけではなく、教

室を開講して在宅勤務も可能にすることで人材育成にも

繋げていきたいです。このプランを通して、ロスフラワーの

削減や障がい者の働く居場所づくり、地域づくりを目指せ

ると考えています。このプランを多くの方に知っていただ

き、更なる発展へのきっかけになればと思っております。

受賞コメント

この度は、ほの国やってみりん賞という地元の賞を頂きあ

りがとうございました。母や周りの方からの意見が自分の

糧となり、このような賞をいただくことができました。これか

ら先、多くの方に障がい者雇用やロスフラワーの活用法を

知っていただけるように、今回の経験を社会で活かしてい

けたらと思います。花屋をしている母の仕事を知る機会と

なりましたこと有り難く思います。ありがとうございました。

アイデア部門審査員長コメント

本プランは、花屋で売れ残った生花を加工・商品化しロス

フラワーを減らすとともに、障がい者の雇用機会をも創出

しようとするものである。コロナ禍により消費が振るわな

い花き業界を元気づけるよう、さらに魅力的な商品づくり

に努力してほしい。花きの一大産地である東三河地域に

ふさわしく、事業化を応援したくなるプランであることか

ら、本年度のほの国やってみりん賞とする。
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豊橋創造大学 経営学部 経営学科

青山姫香 Himeka Aoyama

2002年生まれ。豊橋生まれ豊橋育ち。趣味は映
画鑑賞と美術館巡り。母は豊橋市牛川通で
LALA・フルールという花屋をしています。
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受賞されたビジネスプランについて教えてください。

私たちは、現在全国で普及が進んでいるヘルプマークに注

目し、「助かルンダー」を考案しました。「助かルンダー」は

ヘルプマークに追加して身に着けることで障がいを持つ

方が自分の伝えたいことを示すことが可能となる商品で

す。障がい者と健常者の間で、声を出さないコミュニケー

ションが可能になり、障がい者の方々にとって暮らしやす

い社会が実現できると考えております。9月頃から活動を

始め、より使いやすい商品にするために、就労支援施設を

訪問してヘルプマークの利用者の方々にヒアリング調査を

行い、何度も試作品を改良して今の「助かルンダー」が完

成しました。東三河地区ではヘルプマーク自体の認知度、

普及率が高くありません。そこでこの商品を通してヘルプ

マークの認知度を高め、東三河の方々、さらには全国の

方々が暮らしやすくなるお手伝いが出来ればと考えており

ます。商品開発は私たちにとって初めての取り組みでした

が、街頭調査や試作品製作、PR方法考案に挑戦しました。

まだまだ至らない点がありますので、さらに良い商品にで

きるようこれからも活動していきたいと思っています。

受賞コメント

本コンテストの特別賞受賞にあたり、ヒアリング調査に協

力してくださった方々、ゼミ生、川北先生に心より感謝いた

します。

アイデア部門審査員長コメント

本プランは、外見からは分かりにくい障がいを持つ人が身

に着ける「ヘルプマーク」を補完するため、障がいの有無

だけでなく必要な援助等を具体的に示すことのできる「助

かルンダー」の商品化を通じ、バリアフリーのまちづくりを

目指すプランである。障がいを持つ人々の声を的確に反

映したアイデアを高く評価するとともに、助け合いを促す

いっそうの創意工夫を期待し特別賞とする。
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第22回 東三河ビジネスプランコンテスト
アイデア部門 特別賞

南山大学 経営学部経営学科 川北ゼミ

近藤千夏 Chinatsu  Kondo

伊東佑里子 Yur iko  I to

私たち3名は南山大学経営学部経営学科の川北
ゼミに所属しております。ゼミでは実際に企業様
と連携して商品開発やマーケティングを学びなが
ら、ビジネスコンテストの参加に向けての取り組
みなどもしております。

越中大斗 Tai to  Koshinaka
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受賞されたビジネスプランについて教えてください。

介護施設を対象にした、オムツの配達から回収まで一貫し

て行うサブスクサービスのプランです。オムツは個人特性

をヒアリングし、肌に優しい利用者に適したオムツをお届

けします。配達の際にはオムツの個別専用棚にストックす

るところまでを行うため、介護職員の運ぶ、棚に入れる手

間はありません。また、利用者の着けごこちのリサーチを

しながら食事介助や散歩を行います。使用済オムツの廃棄

には脱臭機能付き専用ダストボックスを用意します。そこ

にオムツを入れておくだけでボックスごと回収しますので、

片付けの手間は大きく減り、施設内の臭いも気になること

はありません。 東三河でも高齢化が進んでおり介護レベ

ルも上がっています。介護現場の人手不足や時間不足と

いうお困り事を、オムツの準備と片付けでサポートします。

受賞コメント

これは、一緒に暮らしている大好きな祖父のことを思い、

考えたプランです。祖父は、足を悪くしてから紙オムツ生活

になり、臭いなど問題点がたくさん生まれました。しかし、

元気で長生きして欲しいという強い思いから、どのように

したら祖父は快適に過ごすことができるのかと考えまし

た。いずれは起業し、祖父や私と同じように悩んでいる方

の助けになれるようにしたいと思います。

アイデア部門審査員長コメント

本プランは、介護施設を対象に定額でシニアオムツの配

達・回収を行い、施設職員の負担を軽減するとともに、入

所者へのサービス向上を図るものである。高齢化の進行

を背景として、今後も介護施設の増加が見込まれる中、事

業化に対する社会的なニーズはますます大きくなるものと

考えられる。同じ課題を持つ保育園や病院向けサービス

など、さらなる事業展開を期待し特別賞とする。
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など、さらなる事業展開を期待し特別賞とする。
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第22回 東三河ビジネスプランコンテスト
アイデア部門 特別賞

豊橋創造大学 経営学部 経営学科

彦坂美礼 Mire i  H ikosaka

生まれも育ちも豊川市です。幼い頃からおじ
いちゃんっ子で、現在は両親と妹、祖父と一緒
に暮らしています。祖父は、家の屋根に登って
瓦を直したり、屋根を作ったりしてしまう自
慢の祖父です。
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一般事
業部門

宮永幸則

鳥居英剛

栗木更紗

石橋衣理

崎下奈央

中村孝典

井上貴仁

松本貴徳

髙崎雄三

恋トレ友活サロンチーム

小原千晴

坂枝眞奈美

yohaku

トラダンプロジェクト

「傾斜地向けドローン農薬散布サービス」

飼料高騰対策に対応したクラウド型養豚管理システム

お洋服と同じ感覚でインテリアを楽しもう！インテリアデザイン事業

日常と非日常の境目を無くすフェーズフリーの視点で災害時に本当に大切なものを持ち出せる魔法のポケット。

私　栄養足りてる？　～Yes・Noで簡単！栄養解析アプリで健康に！～

ホワイトボード・黒板の板書用アシスト定規 マンボウⅢ（マンボウスリー）

愛知県産材や国産材を使ったテンポラリーアーキテクトで「木」の活用を叫ぶ。

先端農業　～アグリテック～体験学習ツアー

田原・豊橋の「Storyマーケティング」

恋トレ友活サロン

晴れカフェ発祥の地！東三河から日本を笑顔いっぱいに輝かす♪

（非公開）

ShowCase

B to C市場への挑戦「トラダンプロジェクター」コンテナビジネス化

Thinkment
木晴之優
sns
Think frexibly
STSN
寝坊士
自宅のガード
おれんじ
渋餅ロマン
スリーバイズ
コンビニーズ
rapport
ポーション
Y-lab
アシスト

セキログ
Blinking
サインステッカー
ぼくたちのおつかい
お手軽点字
寝過ごステーション
すまモニ
ふりカエル
センサーハント
ちくちくカウンター
カラッチ
出店マップ
ドリンク博士
（非公開）
かめチャリ

FUTOSHI
宇宙
いちご・オ・レ
Able
MORE MORE MEDICINE！
good
MSD GAMING
デコポン通信社
高橋 優亮
1バイトはちょびっと
午前２時の踏切

Snac
RE:(アールイー）
うぃーふぃー
落雷センサー
Medicine Manager
チャリレコ
EkiAlarm
HOME-ROOM
Linkle
シーズンカラー
敬語トレーニング

アイデ
ア部門

スポッター
しぇありすとん
don`t worrkey
silent
かなもじ愛好会
ジャネミャ
すえっこ
よう頑張った
足が速くなり隊
アボカドサラダ
ビイチーム
バランサー
OKGT
BONDS
1/2愛知

スポットラリー
シェアリスト
KeyChecker
Sound Hunt
かなもじどうじょう
Smart Light
インターベル
スマホシューター
BORUTO
ひょうしきビンGO！
Sorience
VoiPoi
よびだーす
パワフルアラーム
ただいまer
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でこぼこフレンズ
絵言葉
絵言葉
Delphinium
マグチャレ
そのアプ
小松武蔵
柄糸帽琉
サニスノ
フライ

シビット
（非公開）
あなたの命綱（自殺志願者が考えた自殺防止アプリ）
（非公開）
ぴたっと寄り添い、伝わる想い「助かルンダー」
PKA
ドすごい野菜を海外へ
廃校でイベント
新城NEW五平餅バーガー
未経験でも働きやすい社会を

ANJI
コズミック
名古屋03
喉仏
くつそろえ隊
強炭酸
マイナスドライバー
モヤシ
でこぼこ
MAY'S
阿形
彦坂 美礼
個人植樹プロジェクト
ASF
イガグリ
居残り's
トライアル
Farmer Supporter
TOSPOL
グルメマスターズ
絵言葉
絵言葉
岡本 友美
Farm to kitchen
ECONOWA
チームTH
bybanana
LoC
ゆらなる
東三河盛り上げ隊
東坡肉
ヤミー
okamattu-
鳥居 英剛
松浦 克彦
牧野 菜月
深見 史朗
タッチャレ
山口 美香
かぎしっぽ
勝間 亮
勝間 亮
勝間 亮
勝間 亮
勝間 亮
勝間 亮
アイメシ
豊橋創造大学 経営学部
豊橋創造大学 経営学部
豊橋創造大学 経営学部
いさじのわくわくどきどきプログラミング

マグネット 「人と人を引き合せる」
カメラでクイズ！！
DYcE
逆上がりチェッカー
パズルで楽しむ　くつそろえマスター
デリシャストック
お支払イメージャー
ヘヤミエ
PersonaRead
Posture Alert（ポスチャーアラート）
Welcome×Back　
介護施設の職員を楽にするシニアオムツのサブスクショップ 「らくにゃん」 ～オムツの配達から回収まで一貫体制できれいを応援～
個人植樹
ウェザーアラーム
FES
InokKORi
Verse
Crop Status(クロップステータス)
利用規約チェッカー
食べ友
お母さんの為のお金の日めくりカレンダー
絵Ｅ語で楽しく！英語を覚えよう！
手作り米粉菓子のノベルティ事業
Farm to kitchen　地産地消にこだわったケータリングサービス
物流コストを低減するビニ傘梱包材
失敗の無いコーディネートを　～試着専門サービスTH～
捨てられるバナナから、フィリピンと日本を結び、社会問題に別解を。
LoC～地域のリアルな情報を共有するSNS～
法律ゲームアプリ～成人年齢が20から18へ～
東三河まるごとツアー
ユニバーサルハンバーガーショップ
誰でも簡単に作れる新メニュー開発アプリ
女は女の味方！三河木綿でKAWAIIナプキン
養豚場における食品リサイクル事業
新しい地域の魅力に出会える、食文化の定期便「そのとちぎふと」
（非公開）
商店街の空き店舗を使ったマイクロ植物工場によるハーブ・スパイスの生産販売
ユニバーサルカードゲーム「タッチャレ」
お客様の希望に合ったインテリアからの家づくりを。
ライブ配信でお寺との関係人口
まちじゅうキッチンカーアプリ
安全で心地よい眠り提供装置「ええ眠」
中・高校生向け駅前自習スペース「まなBee」
「ないていいんだよ」お金払ったら内定が買える！だけの会社
駄菓子専門の食べ放題サブスクリプションサービス
無人学童システム「自習館」
【アイメシ】グルメ系インフルエンサーが愛知グルメを活性化
　　アプリ「mind」開発で助け合おう　～パニック障害や不安障害の人に一つの安心を～
　　みみよりステーション
　　障がい者雇用を促進 ロスフラワーのビジネス　繋（きずな）
　　　　　　　　　Silentマナー

今回も
たくさ

んのご
応募あ

りがと
うござ

いまし
た。

次回は
2023

年10月
より募

集開始
予定で

す。
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自己紹介をお願いします。
夏目さん：パソコン教室ちょこんと代表、一
般社団法人プロヘルプデスク協会代表理
事の夏目哲子です。
受賞した際はまだ教室を持っていなかっ
た為、“パソコン事務サポートちょこんと”
という屋号で取引先へ直接伺い、事務改
善サポートやシステム制作などを請け負っ
ておりました。
現在は豊川駅徒歩一分の場所で“ココだ
けを教えてほしいにも応えることが出来る
パソコン教室ちょこんと”を運営しておりま
すが、事務改善サポートやシステム制作も
継続して請け負っております。また、人間味
があり人と人を繋ぐ潤滑油のような存在、
かつ、パソコン不具合対応と事務改善が
行えるプロフェッショナルなヘルプデスク
人材を育成・資格（プロヘルプデスク）発行
を行うことが出来る一般社団法人プロヘ
ルプデスク協会を設立致しました。

ビジネスプランコンテストを知ったきっか
けは？
夏目さん：商工会議所主催の創業塾に参
加した際にパンフレットを頂き、ビジネスプ
ランコンテストを知りました。

応募してよかったことは？
夏目さん：応募をする為に将来を見据えた
１５ページもの事業計画を自分の力で作り
上げたことです。作成する際は事業計画が
現在にも関わるものだと思っていなかった
のですが、今では事業計画の最終的な夢
に向けての活動が行えております。

受賞後、何か変化はありましたか？また、
事業の進展はいかがですか？
夏目さん：StartupGarageで起業相談員と
しての活動が出来たり、豊橋市中小企業
人材育成支援研修でデータ分析講座を

東三河ビジネスプランコンテストの受賞者が今どのように活躍しているかをインタビューするコーナー。

今回は第19回 一般事業部門 特別賞を受賞された夏目哲子さんにお話を伺いました。

ヘルプデスクや事務の経験を生かし、PC事務サポートでお客様に寄り添ったサービスを展開。

起業のきっかけや、受賞後の事業変化に迫ります！

じゅしょうしゃのいま
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行えるようになったりと事業の幅が広がり
ました。受賞当時は事務所が無かったので
すが、夢を語っているうちにサポートして下
さる方々が現れ、あれよあれよという間に
パソコン教室を運営出来るまでになりま
した。また、どこにもないパソコン教室を
運営する為に、現場で働く方に向けた実務
に即した対応に重点を置いているほか、
自分だけの資格を発行したいと考えるよ
うになり一般社団法人を設立しました。

今後の事業展開を教えてください。
夏目さん：プロヘルプデスク人材を全国に
広めたいと思っております。
企業の中でプロヘルプデスク人材を育成
し企業内でＰＣ不具合対応が完結できるよ
うに全国で研修を行っていきたいと考えて
おります。また一般の方にも資格を取得し
て頂いて、企業で必要な人材となるべく活
躍していってほしいと思っております。

未来の挑戦者たちへのメッセージをお願
いします！
夏目さん：店舗を借りたり資金調達等が
無ければ事業計画は立てないかもしれま
せんが、事業計画こそが事業の基礎となり
ます。事業計画の目標が立てば行動が伴
います。面倒くさいと思わず楽しみながら
計画を立ててください。夢は必ず叶いま
す！

夏目哲子さん
Satoko Natsume

パソコン教室ちょこんと 代表
一般社団法人プロヘルプデスク協会 代表理事

第19回東三河ビジネスプランコンテスト
一般事業部門 特別賞 受賞

略歴
企業内情報システム部門ヘルプデスク１５年以上、
経理・総務・営業事務を経験後、2019年7月「パソ
コン事務サポートちょこんと」を起業。2021年8月 
には、「パソコン教室ちょこんと」をオープン（屋号
変更）。その後、2022年１月に「一般社団法人プロ
ヘルプデスク協会」を設立。

プロヘルプデスク協会が気になった方は、
ぜひ詳細をチェックしてみてください！

パソコン全般に関する知識

を持ち、高い傾聴力・提案力

で信頼関係を築くプロフェッ

ショナルの育成から、Excelな

どを活用した自社に合うＤＸ

の推進までサポートします！

18

行えるようになったりと事業の幅が広がり
ました。受賞当時は事務所が無かったので
すが、夢を語っているうちにサポートして下
さる方々が現れ、あれよあれよという間に
パソコン教室を運営出来るまでになりま
した。また、どこにもないパソコン教室を
運営する為に、現場で働く方に向けた実務
に即した対応に重点を置いているほか、
自分だけの資格を発行したいと考えるよ
うになり一般社団法人を設立しました。

今後の事業展開を教えてください。
夏目さん：プロヘルプデスク人材を全国に
広めたいと思っております。
企業の中でプロヘルプデスク人材を育成
し企業内でＰＣ不具合対応が完結できるよ
うに全国で研修を行っていきたいと考えて
おります。また一般の方にも資格を取得し
て頂いて、企業で必要な人材となるべく活
躍していってほしいと思っております。

未来の挑戦者たちへのメッセージをお願
いします！
夏目さん：店舗を借りたり資金調達等が
無ければ事業計画は立てないかもしれま
せんが、事業計画こそが事業の基礎となり
ます。事業計画の目標が立てば行動が伴
います。面倒くさいと思わず楽しみながら
計画を立ててください。夢は必ず叶いま
す！

夏目哲子さん
Satoko Natsume

パソコン教室ちょこんと 代表
一般社団法人プロヘルプデスク協会 代表理事

第19回東三河ビジネスプランコンテスト
一般事業部門 特別賞 受賞

略歴
企業内情報システム部門ヘルプデスク１５年以上、
経理・総務・営業事務を経験後、2019年7月「パソ
コン事務サポートちょこんと」を起業。2021年8月 
には、「パソコン教室ちょこんと」をオープン（屋号
変更）。その後、2022年１月に「一般社団法人プロ
ヘルプデスク協会」を設立。

プロヘルプデスク協会が気になった方は、
ぜひ詳細をチェックしてみてください！

パソコン全般に関する知識

を持ち、高い傾聴力・提案力

で信頼関係を築くプロフェッ

ショナルの育成から、Excelな

どを活用した自社に合うＤＸ

の推進までサポートします！



Startup Garage
@愛知県豊橋市

協
業 支 援 施 設

スタートアップガレージでは、東三

河ビジネスプランコンテストの応

募サポートを行っています。コンテ

ストのご案内、応募プランのブラッシュアップやプレゼンの相談にも対応して

います。サポートを受けた方からは「こういうコンテストがあるとは知らな

かった」「以前は落選してしまったが、もう一度チャレンジしてみようと思っ

た」という声をいただいています。コンテストの終了後にはさらなるビジネス

プランのブラッシュアップをご相談いただける他、実現へ向けての必要な人材

の紹介等も行っておりますので、ぜひご活用ください。異業種の知恵や力を借

りたい時にも、一度スタッフまでご相談ください。お悩みをしっかりヒアリン

グした上でコーディネートさせていただきます。スタートアップガレージを通

じて知り合った方々の共創が生まれますように。

共創する場を目指して

座席は用途に合わせて自由にお選びいただけ

ます。電源とWiFiも無料で利用できます。ス

タートアップガレージは単なる作業スペース

ではなく、様々な業種の人々が出会い、交流す

る場を目指しています。

POINT_01
さまざまな人々の交流

Facebookで最新情報をチェック！ @startupgarage1111
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コワーキングスペースとしての機能だけでなく、創

業・新規事業創出のための相談対応を行っています。

事前にご予約いただくか、当日勤務している支援ス

タッフへ相談可能。創業や新規事業は決して簡単な

ことではありませんが、一人で悩んでチャレンジすることを諦

めてしまうくらいなら、ぜひ一度ご相談にいらしてください。

POINT_02
支援スタッフへの

起業相談

POINT_03

スタートアップガレージでは各種セミ

ナーやワークショップを開催していま

す。スタッフや外部講師によるものはも

ちろん、利用者と共催での珍しい内容

も。気軽に参加できるイベントも行って

いますので、ぜひ一度お越しください。

平日 10:00-20:00 / 土曜 10:00-17:00

日曜・祝日（年末年始など臨時休業あり）

営業時間

休館日

tel：0532-44-1117

mail：startupgarage1111@gmail.com

https://startupgarage.jp
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SPECIAL THANKS!
今回もたくさんのご協賛・ご協力をありがとうございます！

東三河ビジネスプランコンテストでは、
協賛企業を随時募集しております。

コンテストの運営、東三河地域経済活性化のため、
コンテストへのご協力をお願いいたします。
詳しくは28ページをご覧ください。
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協賛金

協賛特典

お問合せ

１口1万円から（金額により広告掲載サイズが変わります）

東三河ビジネスプランコンテスト運営事務局（株式会社サイエンス・クリエイト）
電話またはE-mailでご連絡ください。

E-mail bpc@tsc.co.jpTEL 0532-44-1111
※掲載の申込に関する費用は協賛団体の負担とします。

※毎年2月発行予定・配布部数は3000部を予定

特典１ 東三河ビジネスプランコンテスト事例集（冊子）への広告掲載

特典2 東三河ビジネスプランコンテストHPへのバナー広告掲載

協賛広告を募集しております
東三河ビジネスプランコンテストでは
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東三河ビジネスプランコンテスト運営事務局
ADDRESS
TEL
WEB
MANAGEMENT
ISSUED DATE

愛知県豊橋市西幸町字浜池333-9
0532-44-1111
https://www.tsc.co.jp/site/business_contest/

株式会社サイエンス・クリエイト
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